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触調査を実施した。蛍光 X 線分析の分析条件は過去のものと同じであり，放射線源，小型 X
線検出器，小型マルチチャンネルアナライザ，プリアンプ，パーソナルコンピュータを組み合
わせた装置を使用した４）。線源には AET Technology 製の241Am 密封環状線源（AMRB8774），
X 線検出器には AMPTEK 製 XR-100CR-0.5 BE-S４），マルチチャンネルアナライザには
























































































ンプを光源として撮影したものである。レンズはニコン社製の AF-S DX Zoom-Nikkor ED 17-




















































分析箇所は X（１），X（２）および X（３）として各々図2に示した。（a）白色下地の蛍光 X
線スペクトルには Fe の K α線に帰属できるピークがみとめられる。この Fe は，白色下地あ
るいは下地層の下にある土壁に由来すると考えられる。（b）では，下地から検出された Fe の
ほかに，微小な Pb のピークがみられる。Pb は彩色層に由来する元素と考えられる。今回の
調査で使用した装置は励起線源からは，13.95，17.74および59.54 keV の励起線が主に放出され
ており，Pb に対する励起効率は Fe と比べて相対的に高く，検出感度も相対的に高い。この
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ため，Pb は彩色層の主成分元素ではないと考えら
れる。（c）の赤色を呈する部分では，Hg の L 線
に帰属できるピークが検出された。白色下地層で
は Hg は検出されていないため，Hg は彩色層に含
まれる元素と考えられる。
肉眼で呈する色，紫外線蛍光写真，顕微鏡およ























肉眼観察によって b と分類した褐〜黒色を呈する部分については，図２の I で b とした四辺
形の区画における顕微鏡写真および蛍光 X 線分析の結果をすでに報告している。ここでは，
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この鈍い青色を呈する部分で蛍光 X 線分析によって得られたスペクトルを図5に示す。分析
箇所は図２に X（５）と図示した箇所である。このスペクトルには As の K 線と帰属できるピー



























































帯の X（６）から得られた蛍光 X 線スペクトルを

















には Fe および As の K α線に帰属できるピーク
のほかに Hg の L α線に帰属できるピークがみら
れる。この結果からは，赤色の線あるいはそのご
く周辺に Hg が含まれていることがわかる。（b）

















図７　縄状の帯の細い帯の蛍光 X 線スペク 
























料の使用が推定される。I の区画および II の葉の文様では，ひとつの区画あるいは文様の彩色
に，これらの色料が複数種使用されていることも多い。そこで，ひとつの区画あるいは文様の
彩色にはどのような色料が使用されているのかを表１にまとめた。表１の番号１〜４は，図２





























































5 gb1 緑〜青 青色を呈する
部分に弱い蛍
光







区画 i ii iii iv v vi vii viii
分類 gb1 r2 gb2 r1 gb1 b gb2 r1
当初の色 緑〜青 赤〜橙 緑〜青 赤〜橙 緑〜青 赤〜橙 緑〜青 赤〜橙































キーワード：壁画（mural painting）；莫高窟（Mogao Cave）；龕楣（painting on the arch 
over the niche）；蛍光 X 線分析（X-ray fluorescence spectroscopy）；色料
（colorants）
高林　弘実・倉橋　恵美・范　宇権・崔　強98 保存科学　No. 48
In this research, the painting on the arch over the niche was investigated by an in situ 
analysis of the initial colouring of the mural painting in Mogao Cave 285. The colorants for the 
painting on the arch over the niche were assumed to be vermilion, red organic colorant, red lead, 
orpiment, green colorant of copper compound, indigo and lapis lazuli. Initial colour of the vine 
pattern, corded belt and flame motifs painted on the arch over the niche was investigated. The 
corded belt painted along the niche at the entrance is divided into sections with a thin yellow 
belt. The sections are colored either red to orange or green to blue, and it is assumed that these 
color patterns were in alternating order.
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